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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
移植片対宿主病 (GVHD)は造血幹細胞移植後の死亡と合併症を増加させるが､同時に移植
片対白血病 (GVL)効果を発揮するo悪性度の高い血液疾患において､移植後の転帰にGVHD
の有無と重症度が与える影響を明らかにするため､1991年から2000年の間に血縁 ドナーから
同種造血幹細胞移植を受けた非寛解期の急性骨髄性白血病 (AML)および急性リンパ性白血病
(ALL)､移行期もしくは急性転化期の慢性骨髄性白血病 (CML)の患者､計801名について
解析した｡AML､CMい こおいてはgradeIの急性GVHDにおいて有意に全生存率および無病
生存率が高く､ALLにおいても同様の傾向が認められた｡三疾患の全てにおいて､再発の相対
危険度はgradeO､gradeII､gradeI､gradeIII･ⅠⅤの急性GVHDの順で高かった｡一方､慢
性 GVHDはいずれの疾患においても生存率には寄与しなかったが､CMLとALLにおいては
再発率を低下させた｡通常､gradeII以上の急性GVHDは免疫抑制剤で治療されるが､grade
IIにおいて再発率が高いことは免疫抑制剤の投与がGVL効果を相殺している可能性を示唆す
る｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は白血病においてなされている移植に関する移植片対宿主病 (GVHD)有
無､重症度と患者さんの転帰について検討 したものである｡1991年から2000年の
間に同種造血幹細胞移植を受けたALL,AML,CMLの患者 801例について解
析 した｡その結果､AML,CMLにおいてはgradeIの急性GVHDにおいて有
意に生存率が高く､ALLにおいても同様の傾向が認められた｡すべての疾患にお
いて再発の危険度は grade0,gradeI,gradeII卜ⅠVの急性GVHDの順で高か
った｡一方､慢性GVHDはいずれの疾患においても生存率には寄与しなかったが､
CMLとALLにおいては再発率を低下させた｡通常 gradeII以上の急性GVH
Dは免疫抑制剤が投与されるが､gradeHにおいて再発率が高いことは､その投与
がGVL効果を相殺している可能性を示唆する｡
実験の目的､手法､結果とその解釈とも適切になされてお り､白血病の移植療法に
関する重要な知見を得たものと評価される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
